
 

 
 

２．事業の概要と成果 

（１）上位目標 チェンマイ県６郡の３０－６０歳の女性が、子宮頸がん・乳がんに

対する知識を向上させ、定期的な検診を実施することにより早期発

見・適切治療を促すことで、両がんによる死亡率を低下させる。 

（２）事業内容 

 

当事業では、３年間で６郡の対象地域での活動を計画しているが、

以下は第２期の中間報告として、２０１１年１１月２日から２０１

２年３月３１日までに２郡で実施した活動について記載する。 

１． 医療機器・備品の調達（第２期活動終了）  

１１種類の医療機器・備品を２郡の３２病院と移動検診車へ

整備。 

２． 地域のリーダーへ当事業の説明会（活動継続中） 

３月６、２３日、第３期に活動予定であるサンパトーン郡、

ハンドン郡との合同説明会、２９日サンパトーン郡にて郡毎

の説明会実施。（４月にハンドン郡にて郡毎の説明会実施予

定。） 

３． 事業オープニングセレモニー（第２期活動終了） 

１１月２２日ドーイサケット郡にて、１２月７日サンサイ郡

にて開催。 

４．教育教材の作成（第２期活動終了） 

パンフレット、記録張、ポスターを作成し、対象者・対象病

院に配布。 

５． 看護師の研修（第２期活動終了） 

１月１２日、１３日に看護師の研修実施。（１日目は講義中

心、２日目は実技中心）。 

６． 村のヘルスボランティアの研修（第２期活動終了） 

１月１６、１７、１８日にはドーイサケット郡にて、２３、

２４、２５、３１日にはサンサイ郡にて村のヘルスボラ 

ンティアの研修実施。 

７． 子宮頸がん・乳がん検診キャンペーン（活動継続中） 

 ドーイサケット郡にて計１５回、サンサイ郡にて計２１回の

検診キャンペーンを実施。（年間ドーイサケットにて４５回、

サンサイ郡にて４５回実施予定。） 

８． 「がん予防と食事」に関するワークショップ（第２期活動終了）

 村のヘルスボランティアデーに合わせ、３月１９日サンサイ

郡にて、２０日ドーイサケット郡にて開催。 

９． 選ばれた村のヘルスボランティアの特別研修（第２期活動終

了） 

１月２７日ドーイサケット郡にて、２月１０日サンサイ郡に

て村のヘルスボランティアの中から選抜されたボランティア

を対象に特別研修実施。 

１０． モニタリングのための病院訪問（活動継続中） 

 １２月１４日、ナコンピン病院の医師との会議のため病院を

訪問。 



 

 
 

（３）達成された効果 

   

 

同じく第２期の中間報告として、２０１１年１１月２日から２０１

２年３月３１日までに２郡で達成された効果について記載する。 

１． ドーイサケット郡から３０名、サンサイ郡から３２名の看護師

が研修に参加し、子宮頸がん・乳がんに関する知識と検診技術

を向上させた。研修前後の理解度テストを比較すると、ドーイ

サケット郡では７９％から８６％に、サンサイ郡では７８％か

ら９１％に上がった。 

１． ドーイサケット郡から計４５２名、サンサイ郡から計４９９名

の村のヘルスボランティアが研修に参加し、住民たちに伝えら

れるように子宮頸がん・乳がんの知識を習得した。研修前後の

理解度テストを比較すると、ドーイサケット郡では６９％から

８５％に、サンサイ郡では６６％から８４％に上がった。 

２． ドーイサケット郡では対象年齢の女性の１５％に当たる２,２

０１名が、サンサイ郡では２８％に当たる７,７１８名が検診

キャンペーン等にて子宮頸がん検診を受診した。 

３． ドーイサケット郡では対象年齢の女性の１６％に当たる２,４

２３名が、サンサイ郡では３１％に当たる８,７６７名が検診

キャンペーン等にて乳がん自己触診法を学んだ。（村のヘルス

ボランティアが村の集会や個別の自宅訪問の際に直接教えた

ケースも含む。） 

４． 子宮頸がん検診によりドーイサケット郡で４名、サンサイ郡で

３名の女性に、また乳がん自己触診によりドーイサケット郡で

８名、サンサイ郡で５名に異常が見つかった。（子宮頸がんに

ついては細胞診の結果が出るまでに時間がかかるため、今後異

常が見つかるケースは増える見込み。）今後、精密検査や治療

などが適切に受けられるようにフォローしていく。 

 

第一期の反省を生かし第二期の活動を進めているため、概ね順調に

進んでいる。第一期からの改善点の例として、検診受診者のデータ

管理を改善する（フォーマットを作成し、月々の検診受診者数を毎

月各町病院から提出してもらう）ことで、毎月の人数を把握できて

いる。 

 

（４）今後の見通し 今後、研修を受けた村のヘルスボランティアが住民に検診キャンペ

ーンの参加を促した効果が表れ、キャンペーンへの参加人数が増加

すると思われる。検診キャンペーンでは、研修を受けた看護師が適

切な医療機器・備品を使い検診を実施し、子宮頸がん・乳がんの早

期発見を促す。事業が完了するまでに、ドーイサケット郡とサンサ

イ郡で、それぞれ対象年齢の女性の５０％に当たる７,３６４名、１

３,９９４名が子宮頸がん検診を受診することが見込まれる。その

他、キャンペーン以外でも村のヘルスボランティアが乳がん自己触

診法を女性住民に個別に伝えることも含め、それぞれ対象年齢の女

性の７０％に当たる１０,３０９名、１９,５９２名が乳がん自己触

診法を学ぶことが予想される。検診で異常が見つかった女性が、看



 

 
 

 

護師や村のヘルスボランティアによる適切な支援の下、精密検査や

治療を受けられるようにフォローしていく。５月の中間会議には今

までの成果と改善点について話し合い、それを反映させる形で後半

の事業を実施し、１０月の年次会議では１年間のまとめを行い、第

３期の活動への教訓を導き出す。 


